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天

地

個
人
質
問

個
人
質
問

個
人
質
問
33
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

個
人
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

5 4

子
ど
も
の
学
び
を
支
援

■Ｑ　　
学
校
が
臨
時
休
校
中
の
過
ご
し
方
の

指
導
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
取
り
組
み

状
況
は
。

　
ま
た
、
全
小
・
中
学
生
へ
の
パ
ソ
コ
ン

な
ど
資
器
材
の
配
布
状
況
は
。

■Ａ　　
学
習
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
、
家
庭
で
計

画
的
に
学
習
す
る
よ
う
指
導
し
た
。
ま
た
、

学
習
支
援
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材

の
導
入
や
、
ひ
ら
が
な
の
筆
順
等
の
動
画
を

配
信
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
を
利
用
し
た
児
童
生

徒
の
割
合
は
、
令
和
２
年
５
月
末
時
点
で
全

体
の
約
35
％
だ
っ
た
。

　
全
小
・
中
学
生
へ
の
一
人
１
台
の
パ
ソ
コ

ン
は
、
入
札
手
続
き
が
計
画
ど
お
り
に
進
め

ば
、
２
年
度
末
ま
で
に
順
次
各
学
校
へ
納
品

す
る
予
定
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
を
進
め
る

■Ｑ　　
非
常
時
の
業
務
に
不
可
欠
な
オ
ン
ラ

イ
ン
相
談
と
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
に
つ
い
て
、
行

政
と
し
て
の
方
針
と
具
体
化
を
急
ぐ
べ
き

で
は
な
い
か
。

■Ａ　　
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
後
、
委
託
先
事

業
者
や
国
、
県
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
開
催
の
要

望
が
多
く
、
令
和
２
年
４
月
末
か
ら
試
行
的

に
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
サ
ー
ビ
ス
を
使
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

　
今
後
は
一
度
に
複
数
の
部
署
が
使
用
し
て

も
問
題
が
生
じ
な
い
環
境
を
整
備
し
、
業
務

の
効
率
化
や
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
活
用
を

促
し
て
い
く
予
定
。

　
ま
た
、
こ
の
仕
組
み
は
市
民
と
の
オ
ン
ラ

イ
ン
相
談
に
つ
い
て
も
活
用
可
能
で
あ
り
、

実
現
に
向
け
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
た
い
。

徹
底
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で

安
全
・
安
心
な
避
難
所
運
営

■Ｑ　　
ク
ラ
ス
タ
ー
（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者

集
団
）
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
の
具
体
策

と
新
型
コ
ロ
ナ
が
疑
わ
れ
る
人
が
出
た
場

合
の
対
応
は
。

■Ａ　　
区
域
内
の
避
難
所
に
加
え
隣
接
す
る
地

域
の
避
難
所
の
開
設
、
親
族
・
友
人
宅
へ
の

避
難
や
自
宅
で
の
垂
直
避
難
、
車
中
泊
避
難
、

ホ
テ
ル
や
旅
館
等
の
活
用
に
よ
る
分
散
避
難

を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
な
換
気
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
し
、
３
密
を

防
止
す
る
。

　
ま
た
、
避
難
受
付
時
に
検
温
や
問
診
を
行

い
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
人
は
専
用
ス
ペ
ー

ス
に
案
内
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
疑
わ
れ
る

場
合
は
、
保
健
所
と
連
絡
を
取
り
適
切
に
対

応
す
る
。

地
域
課
題
に
取
り
組
む
団
体
を
支
援

■Ｑ　　
災
害
時
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
、

「
共
助
」
の
中
核
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ほ
と
ん
ど
が
、
普
段
か

ら
地
域
に
寄
り
添
い
、
課
題
に
向
き
合
っ

て
活
動
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
、
苦

境
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
組
織
も
あ
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
現
在
の
支
援
策
と
今
後

の
考
え
は
。

■Ａ　　
２
割
以
上
収
益
が
減
少
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
は
事
業
継
続
支
援
金
が
当
て
は
ま

る
。
ま
た
、
地
域
課
題
に
取
り
組
み
、
市
民

を
支
援
す
る
活
動
を
行
う
団
体
を
支
援
す
る

た
め
、
10
万
円
を
上
限
に
市
民
活
動
支
援
金

制
度
を
創
設
し
、
令
和
２
年
７
月
か
ら
募
集

を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

飲
食
店
等
の
支
援
に

道
路
占
用
許
可
を
緩
和

■Ｑ　　
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け

る
飲
食
店
等
へ
の
緊
急
措
置
と
し
て
、
令

和
２
年
11
月
ま
で
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
屋

外
テ
ラ
ス
で
の
食
事
提
供
等
に
お
け
る
道

路
占
用
の
許
可
基
準
を
緩
和
し
て
い
る
。

積
極
的
に
活
用
す
れ
ば
街
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の
方
針
は
。

■Ａ　　
有
効
な
支
援
と
考
え
て
お
り
、
本
市
が

管
理
す
る
国
道
・
県
道
・
市
道
も
、
許
可
条

件
を
緩
和
す
る
よ
う
早
急
に
取
り
組
む
。
こ

の
取
り
組
み
に
よ
る
影
響
を
見
な
が
ら
、
街

の
活
性
化
に
向
け
た
仕
組
み
や
ル
ー
ル
づ
く

り
等
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

状
況
に
応
じ
た
予
算
措
置
で

地
域
経
済
の
回
復
を 

■Ｑ　　
未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
禍
で
失
業
者
や
休

業
者
、
生
活
保
護
受
給
者
が
増
え
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
本
市
の
経
済
状
況
の
認
識

と
そ
の
対
応
、
市
長
の
決
意
は
。

■Ａ　　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
の
平
成
20
年
か

ら
21
年
に
は
約
７
億
円
の
予
算
措
置
を
講
じ

て
い
る
が
、
今
回
は
令
和
２
年
２
月
、
５
月
、

６
月
議
会
で
合
計
約
67
億
円
の
予
算
措
置
を

講
じ
た
。

　
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
だ
が
、
２
年

６
月
の
段
階
と
し
て
は
、
や
る
べ
き
と
こ
ろ

ま
で
や
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
経
済
状
況
を
見
な
が
ら
、
次
の
予
算

措
置
が
必
要
か
ど
う
か
考
え
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で
の

企
業
誘
致
戦
略

■Ｑ　　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
東
京
一
極

集
中
や
製
造
業
の
海
外
依
存
、
働
き
方
の

課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
転
換
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
自
然
災
害
が
少
な
く
物
流

拠
点
で
あ
る
本
市
に
出
番
が
回
っ
て
く
る

の
で
は
と
思
う
。
企
業
誘
致
の
戦
略
は
。

■Ａ　　
景
況
感
の
悪
化
に
よ
る
設
備
投
資
意
欲

の
減
退
は
マ
イ
ナ
ス
の
要
素
に
な
る
。
首
都

圏
な
ど
に
多
く
の
感
染
者
が
出
て
、
リ
ス
ク

ヘ
ッ
ジ
の
た
め
地
方
回
帰
の
議
論
が
出
る
だ

ろ
う
と
い
う
の
は
プ
ラ
ス
の
要
素
に
な
る
。

 

世
界
的
に
見
る
と
、
マ
ス
ク
一
つ
を
と
っ

て
も
中
国
の
製
造
過
程
に
負
っ
て
い
る
な
ど
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
問
題
も
あ
り
、

海
外
展
開
し
て
い
る
企
業
な
ど
日
本
中
の
企

業
に
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。
テ
レ
ワ

ー
ク
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
進
行
に
ど
う
対

応
す
る
か
も
あ
る
。
議
論
し
な
が
ら
、
時
代

に
合
っ
た
企
業
誘
致
を
進
め
た
い
。

中
３
・
高
３
が
参
加
で
き
る

大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
を
検
討

■Ｑ　　
中
学
・
高
校
で
の
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の

大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
が
中
止
に
な
っ
て
い

る
が
、
代
替
え
開
催
の
必
要
性
と
そ
の
検

討
は
。

■Ａ　　
最
終
学
年
で
あ
る
３
年
生
の
活
躍
の
場

を
設
け
る
こ
と
は
、
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
３
年
生
が
参
加
で
き
る
部
活
動
の
大
会
や

演
奏
会
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
団

体
等
が
、
令
和
２
年
８
月
以
降
に
実
施
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

道
路
の
無
電
柱
化
の
推
進

■Ｑ　　
無
電
柱
化
整
備
の
状
況
は
。
ま
た
、

現
在
策
定
中
の
計
画
の
進
捗
状
況
、
内
容

等
は
。
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
災
害
に
備

え
る
た
め
い
つ
ま
で
に
整
備
を
行
う
の
か
。

■Ａ　　
令
和
元
年
度
末
で
市
管
理
区
間
約
33
ｋ

ｍ
、
国
管
理
区
間
約
14
ｋ
ｍ
を
無
電
柱
化
し
、

２
年
６
月
現
在
、
岡
山
児
島
線
や
下
中
野
平

井
線
な
ど
11
路
線
約
４
ｋ
ｍ
の
区
間
で
設
計

や
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
２
年
度
に

「
無
電
柱
化
推
進
計
画
」
を
取
り
ま
と
め
、

今
後
10
年
間
で
整
備
す
べ
き
路
線
な
ど
に
つ

い
て
整
理
す
る
。

　
今
後
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
が

想
定
さ
れ
て
お
り
、
大
規
模
災
害
時
の
緊
急

輸
送
道
路
が
確
実
に
機
能
す
る
よ
う
整
備

す
る
。

高
齢
者
向
け
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

■Ｑ　　
公
民
館
の
利
用
者
は
高
齢
者
も
多
く
、

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
公
民
館
主
催
の

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
促
進
し
て
は
。
ま
た
、

祖
父
母
と
孫
が
対
等
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
き
る
場
と
し
て
検
討
し
て
は
。

■Ａ　　
令
和
２
年
６
月
現
在
、
高
島
公
民
館
で

主
催
講
座
と
し
て
民
間
団
体
と
協
力
し
、
高

齢
者
向
け
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。
多
様
な
世
代
の
交
流
の
場
づ
く

り
、
子
ど
も
や
若
者
の
公
民
館
活
動
へ
の
参

加
等
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
ゲ
ー
ム
依
存
症

に
つ
な
が
る
こ
と
等
が
懸
念
さ
れ
る
。
今
回

の
事
業
の
結
果
や
影
響
等
を
注
視
し
た
い
。

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

有
料
指
定
袋
に
導
入

■Ｑ　　
自
然
分
解
さ
れ
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
代
替
素
材
と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
へ
の
転
換
を
見
据
え
た
取
り
組

み
を
、
本
市
で
も
早
急
に
研
究
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

■Ａ　　
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
寄
与
す
る
と
い
う
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
導
入
は
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
用
し
た

家
庭
ご
み
有
料
指
定
袋
を
令
和
２
年
度
か
ら

導
入
し
、
２
年
６
月
中
に
発
注
を
予
定
し
て

い
る
。
３
年
度
早
々
に
は
店
頭
へ
並
ぶ
予
定

で
、
市
民
に
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
り
広
報
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を
す
る
市
職
員

歩道でテイクアウト

緊
急
輸
送
道
路
の
無
電
柱
化
工
事

講
座
を
開
催
す
る
高
島
公
民
館

　
　
　
COVID-19

新
型
コ
ロ
ナ

　
　
　
Life

　
　
　
Life

　
　
　
Life

　
　
　
Life

く
ら
し
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子
ど
も
の
学
び
を
支
援

■Ｑ　　
学
校
が
臨
時
休
校
中
の
過
ご
し
方
の

指
導
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
取
り
組
み

状
況
は
。

　
ま
た
、
全
小
・
中
学
生
へ
の
パ
ソ
コ
ン

な
ど
資
器
材
の
配
布
状
況
は
。

■Ａ　　
学
習
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
、
家
庭
で
計

画
的
に
学
習
す
る
よ
う
指
導
し
た
。
ま
た
、

学
習
支
援
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材

の
導
入
や
、
ひ
ら
が
な
の
筆
順
等
の
動
画
を

配
信
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
を
利
用
し
た
児
童
生

徒
の
割
合
は
、
令
和
２
年
５
月
末
時
点
で
全

体
の
約
35
％
だ
っ
た
。

　
全
小
・
中
学
生
へ
の
一
人
１
台
の
パ
ソ
コ

ン
は
、
入
札
手
続
き
が
計
画
ど
お
り
に
進
め

ば
、
２
年
度
末
ま
で
に
順
次
各
学
校
へ
納
品

す
る
予
定
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
を
進
め
る

■Ｑ　　
非
常
時
の
業
務
に
不
可
欠
な
オ
ン
ラ

イ
ン
相
談
と
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
に
つ
い
て
、
行

政
と
し
て
の
方
針
と
具
体
化
を
急
ぐ
べ
き

で
は
な
い
か
。

■Ａ　　
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
後
、
委
託
先
事

業
者
や
国
、
県
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
開
催
の
要

望
が
多
く
、
令
和
２
年
４
月
末
か
ら
試
行
的

に
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
サ
ー
ビ
ス
を
使
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

　
今
後
は
一
度
に
複
数
の
部
署
が
使
用
し
て

も
問
題
が
生
じ
な
い
環
境
を
整
備
し
、
業
務

の
効
率
化
や
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
活
用
を

促
し
て
い
く
予
定
。

　
ま
た
、
こ
の
仕
組
み
は
市
民
と
の
オ
ン
ラ

イ
ン
相
談
に
つ
い
て
も
活
用
可
能
で
あ
り
、

実
現
に
向
け
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
た
い
。

徹
底
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で

安
全
・
安
心
な
避
難
所
運
営

■Ｑ　　
ク
ラ
ス
タ
ー
（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者

集
団
）
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
の
具
体
策

と
新
型
コ
ロ
ナ
が
疑
わ
れ
る
人
が
出
た
場

合
の
対
応
は
。

■Ａ　　
区
域
内
の
避
難
所
に
加
え
隣
接
す
る
地

域
の
避
難
所
の
開
設
、
親
族
・
友
人
宅
へ
の

避
難
や
自
宅
で
の
垂
直
避
難
、
車
中
泊
避
難
、

ホ
テ
ル
や
旅
館
等
の
活
用
に
よ
る
分
散
避
難

を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
な
換
気
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
し
、
３
密
を

防
止
す
る
。

　
ま
た
、
避
難
受
付
時
に
検
温
や
問
診
を
行

い
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
人
は
専
用
ス
ペ
ー

ス
に
案
内
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
疑
わ
れ
る

場
合
は
、
保
健
所
と
連
絡
を
取
り
適
切
に
対

応
す
る
。

地
域
課
題
に
取
り
組
む
団
体
を
支
援

■Ｑ　　
災
害
時
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
、

「
共
助
」
の
中
核
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ほ
と
ん
ど
が
、
普
段
か

ら
地
域
に
寄
り
添
い
、
課
題
に
向
き
合
っ

て
活
動
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
、
苦

境
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
組
織
も
あ
る
と

聞
い
て
い
る
が
、
現
在
の
支
援
策
と
今
後

の
考
え
は
。

■Ａ　　
２
割
以
上
収
益
が
減
少
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
は
事
業
継
続
支
援
金
が
当
て
は
ま

る
。
ま
た
、
地
域
課
題
に
取
り
組
み
、
市
民

を
支
援
す
る
活
動
を
行
う
団
体
を
支
援
す
る

た
め
、
10
万
円
を
上
限
に
市
民
活
動
支
援
金

制
度
を
創
設
し
、
令
和
２
年
７
月
か
ら
募
集

を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

飲
食
店
等
の
支
援
に

道
路
占
用
許
可
を
緩
和

■Ｑ　　
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け

る
飲
食
店
等
へ
の
緊
急
措
置
と
し
て
、
令

和
２
年
11
月
ま
で
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
屋

外
テ
ラ
ス
で
の
食
事
提
供
等
に
お
け
る
道

路
占
用
の
許
可
基
準
を
緩
和
し
て
い
る
。

積
極
的
に
活
用
す
れ
ば
街
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の
方
針
は
。

■Ａ　　
有
効
な
支
援
と
考
え
て
お
り
、
本
市
が

管
理
す
る
国
道
・
県
道
・
市
道
も
、
許
可
条

件
を
緩
和
す
る
よ
う
早
急
に
取
り
組
む
。
こ

の
取
り
組
み
に
よ
る
影
響
を
見
な
が
ら
、
街

の
活
性
化
に
向
け
た
仕
組
み
や
ル
ー
ル
づ
く

り
等
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

状
況
に
応
じ
た
予
算
措
置
で

地
域
経
済
の
回
復
を 

■Ｑ　　
未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
禍
で
失
業
者
や
休

業
者
、
生
活
保
護
受
給
者
が
増
え
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
本
市
の
経
済
状
況
の
認
識

と
そ
の
対
応
、
市
長
の
決
意
は
。

■Ａ　　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
の
平
成
20
年
か

ら
21
年
に
は
約
７
億
円
の
予
算
措
置
を
講
じ

て
い
る
が
、
今
回
は
令
和
２
年
２
月
、
５
月
、

６
月
議
会
で
合
計
約
67
億
円
の
予
算
措
置
を

講
じ
た
。

　
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
だ
が
、
２
年

６
月
の
段
階
と
し
て
は
、
や
る
べ
き
と
こ
ろ

ま
で
や
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
経
済
状
況
を
見
な
が
ら
、
次
の
予
算

措
置
が
必
要
か
ど
う
か
考
え
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で
の

企
業
誘
致
戦
略

■Ｑ　　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
東
京
一
極

集
中
や
製
造
業
の
海
外
依
存
、
働
き
方
の

課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
転
換
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
自
然
災
害
が
少
な
く
物
流

拠
点
で
あ
る
本
市
に
出
番
が
回
っ
て
く
る

の
で
は
と
思
う
。
企
業
誘
致
の
戦
略
は
。

■Ａ　　
景
況
感
の
悪
化
に
よ
る
設
備
投
資
意
欲

の
減
退
は
マ
イ
ナ
ス
の
要
素
に
な
る
。
首
都

圏
な
ど
に
多
く
の
感
染
者
が
出
て
、
リ
ス
ク

ヘ
ッ
ジ
の
た
め
地
方
回
帰
の
議
論
が
出
る
だ

ろ
う
と
い
う
の
は
プ
ラ
ス
の
要
素
に
な
る
。

 

世
界
的
に
見
る
と
、
マ
ス
ク
一
つ
を
と
っ

て
も
中
国
の
製
造
過
程
に
負
っ
て
い
る
な
ど
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
問
題
も
あ
り
、

海
外
展
開
し
て
い
る
企
業
な
ど
日
本
中
の
企

業
に
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。
テ
レ
ワ

ー
ク
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
進
行
に
ど
う
対

応
す
る
か
も
あ
る
。
議
論
し
な
が
ら
、
時
代

に
合
っ
た
企
業
誘
致
を
進
め
た
い
。

中
３
・
高
３
が
参
加
で
き
る

大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
を
検
討

■Ｑ　　
中
学
・
高
校
で
の
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の

大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
が
中
止
に
な
っ
て
い

る
が
、
代
替
え
開
催
の
必
要
性
と
そ
の
検

討
は
。

■Ａ　　
最
終
学
年
で
あ
る
３
年
生
の
活
躍
の
場

を
設
け
る
こ
と
は
、
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　
３
年
生
が
参
加
で
き
る
部
活
動
の
大
会
や

演
奏
会
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
団

体
等
が
、
令
和
２
年
８
月
以
降
に
実
施
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

道
路
の
無
電
柱
化
の
推
進

■Ｑ　　
無
電
柱
化
整
備
の
状
況
は
。
ま
た
、

現
在
策
定
中
の
計
画
の
進
捗
状
況
、
内
容

等
は
。
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
災
害
に
備

え
る
た
め
い
つ
ま
で
に
整
備
を
行
う
の
か
。

■Ａ　　
令
和
元
年
度
末
で
市
管
理
区
間
約
33
ｋ

ｍ
、
国
管
理
区
間
約
14
ｋ
ｍ
を
無
電
柱
化
し
、

２
年
６
月
現
在
、
岡
山
児
島
線
や
下
中
野
平

井
線
な
ど
11
路
線
約
４
ｋ
ｍ
の
区
間
で
設
計

や
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
２
年
度
に

「
無
電
柱
化
推
進
計
画
」
を
取
り
ま
と
め
、

今
後
10
年
間
で
整
備
す
べ
き
路
線
な
ど
に
つ

い
て
整
理
す
る
。

　
今
後
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
が

想
定
さ
れ
て
お
り
、
大
規
模
災
害
時
の
緊
急

輸
送
道
路
が
確
実
に
機
能
す
る
よ
う
整
備

す
る
。

高
齢
者
向
け
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

■Ｑ　　
公
民
館
の
利
用
者
は
高
齢
者
も
多
く
、

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
公
民
館
主
催
の

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
促
進
し
て
は
。
ま
た
、

祖
父
母
と
孫
が
対
等
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
き
る
場
と
し
て
検
討
し
て
は
。

■Ａ　　
令
和
２
年
６
月
現
在
、
高
島
公
民
館
で

主
催
講
座
と
し
て
民
間
団
体
と
協
力
し
、
高

齢
者
向
け
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。
多
様
な
世
代
の
交
流
の
場
づ
く

り
、
子
ど
も
や
若
者
の
公
民
館
活
動
へ
の
参

加
等
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
ゲ
ー
ム
依
存
症

に
つ
な
が
る
こ
と
等
が
懸
念
さ
れ
る
。
今
回

の
事
業
の
結
果
や
影
響
等
を
注
視
し
た
い
。

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

有
料
指
定
袋
に
導
入

■Ｑ　　
自
然
分
解
さ
れ
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
代
替
素
材
と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
へ
の
転
換
を
見
据
え
た
取
り
組

み
を
、
本
市
で
も
早
急
に
研
究
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

■Ａ　　
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
寄
与
す
る
と
い
う
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
導
入
は
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
用
し
た

家
庭
ご
み
有
料
指
定
袋
を
令
和
２
年
度
か
ら

導
入
し
、
２
年
６
月
中
に
発
注
を
予
定
し
て

い
る
。
３
年
度
早
々
に
は
店
頭
へ
並
ぶ
予
定

で
、
市
民
に
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
り
広
報
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を
す
る
市
職
員

歩道でテイクアウト

緊
急
輸
送
道
路
の
無
電
柱
化
工
事

講
座
を
開
催
す
る
高
島
公
民
館

　
　
　
COVID-19

新
型
コ
ロ
ナ

　
　
　
Life

　
　
　
Life

　
　
　
Life

　
　
　
Life

く
ら
し
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個
人
質
問

常
任
委
員
会

審
査
か
ら

7 6

利
便
性
向
上
と
経
営
安
定
を
目
指
す

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

■Ｑ　　
計
画
に
あ
る
バ
ス
路
線
再
編
は
、
い

つ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
現
在
の
赤
字
路
線
は
、
運
行
経
費
の
補

塡
が
必
要
で
は
。
ま
た
、
再
編
後
に
運
賃

収
入
が
下
が
っ
た
場
合
、
差
額
を
補
塡
す

べ
き
で
は
。

■Ａ　　
令
和
２
年
６
月
に
取
り
ま
と
め
た
計
画

の
三
つ
の
柱
で
あ
る
バ
ス
路
線
再
編
、
運
賃

割
引
、
運
賃
の
適
正
化
は
、
３
年
度
の
実
施

を
目
指
し
、
２
年
度
に
再
編
実
施
計
画
を
策

定
す
る
。
運
賃
割
引
は
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
を
対
象
と
し
、
割
引
分
は
す
べ
て
市
が
負

担
す
る
。
バ
ス
路
線
再
編
、
運
賃
の
適
正
化

を
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
で
経
営
が
改
善
す

る
と
考
え
る
。

　
バ
ス
路
線
再
編
を
促
す
た
め
、
再
編
に
よ

り
収
入
が
下
が
っ
た
場
合
、
前
年
度
と
の
差

額
を
市
で
負
担
す
る
こ
と
も
検
討
し
た
い
。

困
窮
家
庭
を
支
援
す
る
団
体
を
支
援

■Ｑ　　
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
食
堂
の
開
催
が

困
難
な
中
、
各
子
ど
も
食
堂
で
は
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
や
弁
当
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
現
状
の
把
握
と
支
援

の
必
要
性
の
考
え
は
。

■Ａ　　
岡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
支
援
活
動

を
し
て
い
る
人
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も

食
堂
が
令
和
２
年
３
月
以
降
開
催
で
き
て
お

ら
ず
、
そ
う
し
た
中
で
困
窮
家
庭
へ
弁
当
や

食
材
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
活
動
は
通
常
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
限

界
が
あ
り
、
財
政
的
支
援
が
必
要
と
聴
い
た
。

　
困
窮
家
庭
の
生
活
支
援
に
加
え
社
会
的
孤

立
を
防
ぐ
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
岡
山
市
社

会
福
祉
協
議
会
を

通
じ
、
緊
急
支
援

を
行
う
運
営
団
体

に
対
し
事
業
費
や

運
営
費
を
支
援
金

と
し
て
交
付
す
る

こ
と
と
し
た
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
保
育
士
を
確
保

■Ｑ　　
令
和
２
年
４
月
に
保
育
園
な
ど
の
待

機
児
童
を
ゼ
ロ
に
す
る
計
画
は
達
成
で
き

ず
、
新
た
な
目
標
を
４
年
４
月
と
し
た
が
、

３
年
４
月
で
な
い
理
由
は
。
ま
た
、
今
後

２
年
間
に
一
番
重
視
す
る
取
り
組
み
は
。

■Ａ　　
現
在
の
ペ
ー
ス
で
保
育
士
確
保
を
進
め

る
こ
と
で
、
毎
年
６
〜
７
０
０
人
の
入
園
を

増
や
せ
る
と
試
算
し
て
い
る
。
一
方
、
近
年

の
傾
向
か
ら
、
今
後
も
入
園
申
込
者
は
年
間

約
５
０
０
人
増
加
す
る
も
の
と
考
え
、
４
年

４
月
を
目
標
と
し
た
。

　
今
後
は
、
保
育
士
確
保
に
重
点
的
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
賃
金
３

％
上
乗
せ
や
奨
学
金
の
返
済
支
援
、
宿
舎
借

り
上
げ
支
援
な
ど
の
処
遇
改
善
に
加
え
、
悩

み
事
相
談
や
人
間
関
係
改
善
に
向
け
た
研
修

な
ど
、
離
職
防
止
に
も
力
を
入
れ
た
い
。

危
険
な
遊
具
の
使
用
再
開
と
点
検

■Ｑ　　
令
和
元
年
に
公
園
の
危
険
な
遊
具
の

使
用
を
中
止
し
た
が
、
い
ま
だ
に
使
え
な

い
遊
具
が
あ
る
。
い
つ
ま
で
に
ど
う
対
応

を
す
る
の
か
。
ま
た
点
検
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。

■Ａ　　
危
険
と
判
断
さ
れ
た
都
市
公
園
の
遊
具

は
、
元
年
度
中
に
約
９
割
、
６
１
２
基
の
使

用
を
再
開
し
、
残
る
約
１
割
、
69
基
は
２
年

度
中
に
再
開
す
る
予
定
。
都
市
公
園
と
同
様

に
市
が
管
理
す
る
遊
園
地
の
遊
具
に
つ
い
て

も
、
元
年
度
か
ら
点
検
を
行
っ
て
お
り
、
必

要
に
応
じ
修
繕
等
の
対
策
を
行
う
。

　
老
朽
化
等
で
危
険
と
判
定
さ
れ
利
用
も
少

な
い
遊
具
は
、
地
元
の
方
と
も
協
議
の
上
、

撤
去
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

里
親
制
度
の
現
状
と
推
進

■Ｑ　　
家
庭
環
境
の
問
題
な
ど
で
、
両
親
や

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
を
、

一
般
家
庭
で
預
か
る
里
親
制
度
の
現
状
と

課
題
は
。 

■Ａ　　
令
和
２
年
３
月
末
の
里
親
登
録
者
数
は

１
３
２
人
（
81
組
）
で
前
年
比
15
人
（
11

組
）
増
、
里
親
に
委
託
し
て
い
る
子
ど
も
は

29
人
で
前
年
比
５
人
増
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
独
身
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
宣

誓
者
も
登
録
は
可
能
。

　
委
託
を
推
進
す
る
た
め
、
制
度
説
明
会
等

で
里
親
を
増
や
す
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど

も
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
里
親
自
身
の
養
育

能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
、
外
部
の
支
援
機

関
を
育
成
す
る
こ
と
な
ど
を
方
針
と
し
て
取

り
組
む
。

多くのバスが行き交う岡山駅前

改
良
さ
れ
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
遊
具

市議会日誌（令和２年４月14日～７月10日）
議会運営委員会
５月臨時市議会、総務、保健福祉・協働、市民・産
業、子ども・文教委員会、新型コロナウイルス感染
症対策調査特別委員会
議会運営委員会
新型コロナウイルス感染症対策調査特別委員会
議会運営委員会
新庁舎整備調査特別委員会
大都市制度調査特別委員会
議会運営委員会
総務、保健福祉・協働、市民・産業、都市・環境、
子ども・文教委員会及び同協議会
６月定例市議会開会
　　　33人の議員による個人質問
議会運営委員会
総務、保健福祉・協働、市民・産業、都市・環境、
子ども・文教委員会
総務委員会
議会運営委員会
６月定例市議会閉会
議会運営委員会

５月７日
　　12日

　　14日
　　20日
　　26日
　　27日
６月１日
　　４日
　　５日

　　８日
　　12日～18日
　　12日
　　19日

　　22日
　　23日
　　24日
７月10日

常任委員会審査から 委員長報告は市議会ホームページに
掲載しています。

総務委員会

議論となった点について、委員長報告の要旨や審査・
調査項目を掲載

市民生活を守るための財源として活用を検討
市議会においても議員報酬の削減や行政視察を
自粛する方針である。市民生活を守るための財
源として活用してほしい。また、予算執行でき
ず不用となる経費を精査し、新型コロナ対策の
財源として活用してほしい。

イベントの中止による不用額も見込まれる。活
用について調査し検討していきたい。

（主な審査項目など）
・県知事選挙費補正予算
・緊急告知ラジオ一般販売　など

委員

市民・産業委員会
キャッシュレス決済で20％のポイント還元

（主な審査項目など）
・岡山市営火葬場条例の一部を改正する条例
・事業継続支援金（農林漁業者）　など

子ども・文教委員会
多くの方にひとり親世帯臨時特別給付金を周知

新型コロナの影響で家計が急変し、直近の収入
が児童扶養手当の対象となる水準に下がった方
等は申請が必要とのことだが、周知方法は。

（主な審査項目など）
・子どもの居場所等の緊急支援活動助成事業
・認可外保育施設保育料給付事業　など

委員

委員

保健福祉・協働委員会
民生委員・児童委員に対する活動支援

̶新型コロナ防止のため、民生委員・児童委員に
　　　　　　　マスク100枚、消毒液１ℓを配布̶

マスク等が不足した場合に追加配布は可能か。

（主な審査項目など）
・オンライン移住相談事業 
・ロタウイルスワクチン定期接種化　など

委員

都市・環境委員会
公共交通の維持や感染防止対策を支援

市内の路線バス、路面電車、タクシーは、コロ
ナ禍によって利用者が大幅に減少し、経営が危
機的状況になっている。３月から６月までの４
カ月間を想定した今回の事業費で十分なのか。

（主な審査項目など）
・市道路線の認定、廃止及び一部廃止
・上水道基本料金の減免（コロナ禍に対する支援）　など

委員

感染状況を踏まえ、必要に応じて検討したい。

今後、他部局との連携が求められるがどうか。委員

民生委員協議会をはじめさまざまな集会がある
中、関係局とも調整し必要な施策を考えたい。

市

ホームページやデジタルサイネージ、保育園や
小・中学校等へのチラシ配布を検討している。市

該当する方への周知は難しいが、多くの方に制
度を知ってもらえるようにしてほしい。

市

市

今回の市の支援により、公共交通が一定水準で
維持されることを期待しているが、今後の動向
を注視していく。

市

クレジットカード決済等は対象とせず、スマー
トフォンに限定しているが、使い方の指導など
高齢者にも配慮した仕組みを考えてほしい。

委員

事業者が決まり次第、コールセンターを設置す
るなり、何らかの対応をしていきたい。
感染防止にもつながる事業だ。告知等をしっか
り行い、多くの方に利用してもらいたい。委員

市

　
　
Child 

  　
　
　
Care

　
　
Child 

  　
　
　
Care

　
　
Child 

  　
　
　
Care

　
　
Child 

  　
　
　
Care

子
育
て

会議記録はQ
Rコードから、
市議会ホーム
ぺージでご覧
ください｡

ＮＥＷ！
委員会記録が市議会ホームページに
順次掲載されるようになりました。
是非ご覧ください。 ※１【地域公共交通網形成計画】

持続可能な公共交通ネットワークの構築を目的に、市の公共交通のあるべき姿
を描き、実現するための具体的な施策、スケジュール等を定める計画

※２【フードドライブ】
家庭で余っている食品等を学校や職場などに持ち寄り、それら
をまとめて地域の福祉団体や施設などに寄附する活動

※
１

※
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